
活動報告

７/14（日） いかり瀬の外来雑草抜き取り ９：00～ 参加者 3名

島の東端でナルトサワギク・アメリカセンダングサなどの抜き取りに挑戦

15（月・祝） 〃 〃 ９：00～ 参加者 13名

浜松学芸高校・トオヤリペアテック（株）の皆さんとシナダレスズメガヤなどを。

3名でこの成果！ がんばりました 総勢13名で根っこの掘り起こしなど分担

７/28（日）いかり瀬作業の報告は9月号に掲載します

活動予定 8月は4日のみ(7/28の続きを) あと活動予定ありません。

9月は８日（日）・16日（月・祝）29（日）の3回を予定しています

お魚歳時記 担当：氏原一郎

ちゅうなあ通信
舞阪の自然を守る会 事務局：053-592-0795

NO.370 令和 6年 8月

弁天島から海覗きすればこんな面白いカニに出会うことがあります。通常は上手に砂に潜ってい

ますがエサを採る時などは長い脚で意外なほど機敏に歩きます。その甲羅の模様から「メガネカ

ラッパ」と名付けられた食べられないカニです。（マンジュウガニ類は毒があるといわれます）

このカニの特徴は左右で形が違う大きなハサミです。右はカギのような形となりここで巻貝の殻

をひっかけます、左のハサミは鋭く伸びてこのハサミで巻貝の身をほじくり出して食べます。

エサとりのために進化したメガネカラッパ、逃げる時は機敏ですぐに砂に潜り込んでしまいます。


